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魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈

-
『
幽
明
録
』
(
四
)
-

3
1
　
漢
武
帝
興
畢
臣
宴
於
未
央
①
、
方
囁
黍
應
②
。
忽
間
人
語
云

③
、
「
老
臣
冒
死
自
訴
。
」
不
見
其
形
。
尋
寛
良
久
④
、
梁
上
見

一
老
翁
長
八
九
寸
⑤
。
面
目
頼
級
⑥
、
賀
髪
陪
白
⑦
、
掟
杖
倭
歩

⑧
、
篤
老
之
極
⑨
。
帝
間
口
⑬
、
↓
安
姓
字
何
①
。
居
在
何
虎
。

伺
所
病
苦
、
而
釆
訴
朕
。
」
翁
縁
柱
而
下
、
放
杖
稽
首
⑫
、
唄
而

不
言
⑬
。
困
仰
頭
視
屋
⑯
、
傭
指
帝
脚
⑮
、
忽
然
不
見
⑮
。
帝
骸

愕
、
不
知
何
等
。
乃
日
、
「
東
方
朔
必
識
之
。
」
於
是
召
方
朔
以

告
⑰
。
朔
日
⑧
、
「
其
名
鳶
藻
居
⑧
、
兼
水
木
之
栢
也
⑳
。
夏
巣

幽
林
①
、
冬
漕
深
河
②
。
陛
下
頃
日
頻
興
造
官
室
⑬
、
斬
伐
其
居
。

故
来
訴
耳
⑭
。
仰
頭
看
屋
、
而
復
傭
指
陛
下
脚
者
、
足
也
⑮
。
願

陛
下
宮
室
足
於
此
也
⑳
。
」
帝
感
之
⑰
。
既
而
息
役
⑳
。

幸
敏
子
河
⑳
、
間
水
底
有
絃
歌
之
蟄
⑳
。
前
梁
上
翁
及
年
少
数

人
⑳
、
緯
衣
素
帯
⑫
、
紹
侃
甚
鮮
⑬
。
皆
兵
八
九
寸
、
有
一
人
長

尺
鰊
⑯
。
凌
波
而
出
⑮
、
衣
不
雷
濡
⑳
。
或
有
挟
欒
器
者
。
帝
方

食
、
鳥
之
綴
膳
、
命
列
坐
於
食
案
前
⑰
。
帝
間
日
、
「
聞
水
底
奏

黛
、
馬
是
君
耶
⑱
。
」
　
老
翁
封
日
⑳
、
「
老
臣
前
昧
死
掃
訴
、
幸

富
　
永
　
「
　
登

蒙
陛
下
天
地
之
施
⑲
、
印
息
斧
斤
、
得
全
其
居
⑰
、
不
勝
歓
喜
㊨
。

故
私
相
慶
欒
耳
㊨
。
」
帝
日
㊨
、
「
可
得
奏
欒
否
。
」
日
、
「
故
意

欒
来
。
安
敢
不
奏
。
」
其
最
長
人
便
治
絃
而
歌
⑮
。
歌
日
、
「
天

地
徳
今
垂
至
仁
、
慰
幽
塊
今
停
斧
斤
、
保
窟
宅
今
庇
微
身
、
願
天

子
今
-
軍
首
巻
。
」
歌
彗
小
犬
、
無
異
於
人
、
清
徹
絹
越
梁
棟
㊨
。

又
二
人
鳴
管
撫
節
、
調
契
彗
詣
⑰
。
帝
歓
悦
⑱
、
學
鰯
地
勒
日
⑲
、

「
不
徳
不
足
昏
雅
睨
⑳
。
」
老
翁
等
地
起
拝
受
爵
⑳
、
各
飲
敷
升

不
酔
。
戯
帝
一
紫
螺
殻
⑧
。
申
有
物
、
状
如
牛
脂
。
帝
間
日
⑳
、

「
朕
闇
無
以
識
此
物
。
」
　
日
、
「
東
方
生
知
之
耳
。
」
帝
日
⑭
、
「

可
更
以
珍
異
見
胎
⑧
。
」
老
翁
顧
命
⑧
、
取
洞
穴
之
賛
。
一
人
受

命
⑤
、
下
没
淵
底
⑧
、
候
忽
遠
別
⑳
、
得
一
大
珠
。
裡
数
寸
⑳
、

明
耀
絶
世
⑰
。
帝
甚
愛
翫
⑫
。
翁
等
忽
然
而
隠
⑬
。

帝
問
朔
、
「
紫
螺
殻
中
何
物
㊥
。
」
朔
日
⑬
、
「
是
政
龍
籠
⑯
。

以
博
面
、
令
人
好
顔
色
。
又
女
子
在
學
⑰
、
産
之
必
易
㊥
。
」
合

後
宮
産
難
者
⑳
、
試
之
、
殊
有
神
教
。
帝
以
脂
塗
面
、
便
悦
澤
。

又
日
、
「
何
以
此
珠
名
洞
穴
珠
。
」
朔
日
⑲
、
「
河
底
有
一
穴
①
、
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深
敢
百
丈
。
中
有
赤
妹
①
、
妹
生
珠
⑮
。
故
以
名
焉
⑭
。
」
帝
既

深
欺
此
事
、
又
服
朔
之
奇
識
。
〔
書
紗
一
百
四
十
四
、
類
棄
八
十

四
、
屈
記
一
百
十
八
、
御
覧
二
十
二
(
『
窮
神
秘
苑
』
引
『
幽
明
録
』
)
、

八
百
五
十
、
八
百
八
十
六
、
事
類
賦
注
九
〕
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
四

六
貢【校
異
】
　
①
虞
記
無
「
興
季
臣
」
三
字
。
「
畢
」
、
御
覚
八
五

〇
作
「
近
」
。
喜
紗
、
御
覚
二
二
、
八
五
〇
、
八
八
六
「
央
」
下

地
有
「
殿
」
字
。
「
於
」
、
書
跡
、
御
覧
八
五
〇
拉
作
「
干
」
、
御

覧
八
八
六
無
比
字
。
此
句
至
既
而
息
役
、
類
衆
、
事
類
賦
注
不
引
。

②
校
記
云
、
「
『
書
紗
』
一
百
四
十
四
『
御
覧
』
　
八
百
五
十
引
此

二
句
興
重
臣
三
字
据
補
。
」
御
覧
二
二
作
「
方
食
窮
」
　
三
字
。
御

覚
八
五
〇
無
「
方
」
字
、
「
應
」
下
有
「
也
」
字
。
「
臆
」
、
虞
記

作
「
腫
」
。
③
御
覧
八
八
六
無
「
人
」
字
。
此
句
以
下
、
喜
紗
、

御
覧
八
五
〇
不
引
。
御
党
二
二
不
引
此
句
以
下
十
九
字
。
④
「
老

臣
冒
死
自
訴
不
見
其
形
尋
寛
良
久
」
、
御
覧
八
八
六
作
「
老
臣
尋

頁
不
見
」
六
字
。
⑤
御
覚
八
八
六
「
見
」
作
「
有
」
、
「
老
翁
」

作
「
公
」
。
御
覚
二
二
　
「
梁
上
見
」
作
「
帝
見
染
上
有
」
五
字
。

⑥
御
覚
八
八
六
無
此
句
。
御
党
二
二
不
引
此
句
以
下
四
十
八
字
。

⑦
御
党
八
八
六
無
此
句
。
⑧
「
注
」
、
御
覧
八
八
六
作
「
柱
」
。

⑨
御
覚
八
八
六
無
此
句
。
⑬
「
日
」
、
御
覧
八
八
六
作
「
之
」
。

①
御
覧
八
八
六
不
引
此
句
以
下
一
十
六
字
。
②
「
翁
縁
柱
而
下
放

杖
稽
首
」
、
御
覚
八
八
六
作
「
公
下
稽
首
」
四
字
。
⑧
「
喋
」
、
.
『

古
小
説
鈎
沈
』
本
作
「
黙
」
、
今
接
虞
記
改
。
御
覚
八
八
六
無
「

曝
而
」
　
二
字
。
⑧
御
覚
二
二
作
「
仰
観
屋
宇
」
四
字
。
御
覚
八
八

六
作
「
目
仰
視
屋
」
四
字
。
⑮
「
指
」
、
御
覧
二
二
作
「
視
」
。

⑥
御
覧
二
二
不
引
此
句
以
下
二
十
六
字
。
御
覚
八
八
六
不
引
此
句

以
下
一
十
五
字
。
⑰
御
覚
八
八
六
作
「
問
東
方
朔
」
四
字
。
⑬
御

覚
八
八
六
「
日
」
上
有
「
封
」
字
。
御
覚
二
二
作
「
東
方
朔
日
」

四
字
。
⑳
「
居
」
、
各
本
地
無
、
今
接
司
書
紗
』
巻
一
五
八
引
祖

台
之
『
志
怪
』
捕
。
⑳
虞
記
無
「
兼
」
字
。
校
記
云
、
「
『
御
覧
』

引
有
兼
字
。
」
御
覚
二
二
作
「
此
水
木
之
精
其
名
藻
兼
」
。
御
覧

八
八
六
作
「
其
名
馬
藻
兼
水
木
之
精
也
」
。
『
古
小
説
鈎
沈
』
本

以
「
兼
」
字
屈
上
旬
両
島
「
藻
兼
」
、
蓋
従
御
党
二
二
。
今
従
李

剣
國
説
改
。
屁
記
、
御
覧
二
二
無
「
也
」
字
。
李
剣
國
『
唐
前
志

怪
小
説
輯
揮
』
云
、
「
蓋
以
(
兼
)
字
屈
上
旬
而
誤
鳥
(
藻
兼
)

耳
(
鈎
沈
正
誤
焉
(
藻
兼
)
)
。
按
『
書
紗
』
引
祖
台
之
『
志
怪
』

作
(
其
名
馬
藻
居
、
兼
水
木
之
精
)
、
是
其
名
應
作
(
藻
居
)
、

以
藻
鳥
居
、
正
合
(
夏
巣
幽
林
、
冬
漕
深
河
)
之
性
。
『
廣
記
』

『
御
覧
』
皆
脱
(
居
)
字
、
今
接
『
志
怪
』
補
正
。
」
①
御
覧
二

二
作
「
夏
乃
巣
林
」
、
御
覧
八
八
六
作
「
夏
巣
林
」
三
字
。
⑫
御

覚
二
二
作
「
冬
帥
居
河
」
、
御
覧
八
八
六
作
「
冬
漕
河
」
三
字
。

⑳
御
覚
八
八
六
無
「
頃
日
按
」
三
字
。
御
覚
二
二
不
引
此
以
下
十

三
字
。
⑭
御
覧
二
二
作
「
此
来
訴
爾
」
。
⑳
校
記
云
、
「
御
晃
一
引

作
仰
視
屋
者
殿
名
末
央
也
傭
視
脚
者
脚
足
也
。
」
魯
迅
所
引
御
覧

八
八
六
也
。
御
党
二
二
作
「
所
視
殿
名
末
央
下
視
脚
者
足
於
此

也
」
。
⑳
虞
記
無
「
也
」
字
。
御
覧
八
八
六
作
「
願
止
足
於
此
也
」
。

御
覚
二
二
無
此
句
。
⑰
御
覧
二
二
、
八
八
六
無
此
句
。
⑳
御
党
二

二
作
「
上
乃
悉
罷
諸
役
」
、
御
覚
八
八
六
作
「
帝
馬
此
暫
止
」
。
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⑳
校
記
云
、
「
類
棄
御
覚
引
地
作
幸
河
渚
。
」
御
覧
八
八
六
作
「

少
時
幸
河
者
」
、
類
棄
作
「
漠
武
帝
幸
河
渚
」
、
事
類
斌
注
作
「

漢
式
事
河
渚
」
。
此
句
以
下
、
御
覚
二
二
不
引
。
⑳
類
棄
・
事
類

拭
注
無
「
水
底
有
」
三
字
。
「
絃
」
、
扇
記
・
事
類
賦
注
作
「
弦
」
。

虞
記
無
「
之
」
字
。
「
彗
」
、
類
衆
・
事
類
斌
注
作
「
音
」
。
①
御

覧
八
八
六
「
前
」
上
有
「
肴
膳
芽
芳
」
四
字
、
「
翁
」
作
「
公
」
。

「
前
梁
上
翁
」
、
顆
棄
作
「
俄
而
老
公
」
、
事
類
斌
注
作
「
有
老

翁
」
。
類
栗
・
事
類
賦
注
「
人
」
下
有
「
出
」
字
。
⑧
校
記
云
、

「
御
覚
引
作
裳
。
」
御
覧
八
八
六
作
「
帯
」
、
抱
崇
城
本
作
「
裳
」
。

類
栗
・
事
類
拭
注
無
此
句
以
下
八
字
。
⑳
御
覚
八
八
六
無
此
句
。

⑭
類
栗
・
御
覧
八
八
六
・
事
類
斌
注
地
無
此
六
字
。
⑮
類
衆
・
事

類
斌
注
不
引
此
句
以
下
二
百
二
十
四
字
。
⑳
御
覚
八
八
六
無
此
四

字
。
⑰
御
覚
八
八
六
無
「
方
食
鳥
之
綴
腰
」
六
字
、
無
「
列
」
字
、

「
前
」
作
「
上
」
。
校
記
云
、
「
御
覚
引
作
上
。
」
⑱
御
覚
八
八
六

無
此
十
二
字
。
⑳
御
覧
八
八
六
作
「
老
公
日
」
三
字
。
㊨
御
覚
八

八
六
無
「
天
地
之
施
」
四
字
。
⑪
御
覚
八
八
六
無
「
得
」
字
、
「

居
」
下
有
「
宅
」
字
。
⑫
校
記
云
、
「
御
覚
引
作
欣
躍
。
」
　
御
覚

八
八
六
「
歓
喜
」
作
「
欣
躍
」
。
㊨
「
慶
欒
」
、
御
覚
八
八
六
作

「
賀
」
一
字
。
㊥
以
下
五
十
三
字
、
御
覧
八
八
六
作
「
便
治
絃
而
」

四
字
。
⑥
廣
記
無
「
治
」
字
、
「
絃
」
作
「
弦
」
。
⑥
御
男
八
八
六

「
清
」
上
有
「
而
」
字
、
無
「
徹
」
「
越
」
「
棟
」
　
三
字
。
⑥
御

覚
八
八
六
無
此
十
一
字
。
㊥
「
歓
」
御
覚
八
八
六
作
「
欣
」
。
⑬

御
覚
八
八
六
作
「
勒
酒
」
　
二
字
。
⑳
御
覚
八
八
六
不
引
此
以
下
二

十
一
字
。
①
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
無
「
受
」
字
、
今
接
虞
記
補
。

⑧
御
覧
八
八
六
「
戯
」
上
有
「
乃
」
字
。
⑧
御
覚
八
八
六
不
引
此

以
下
十
七
字
。
⑳
御
覚
八
八
六
「
日
」
上
有
「
又
」
字
。
⑳
「
更
」
、

御
覚
八
八
六
作
「
思
」
。
⑧
「
翁
」
、
類
棄
・
御
覚
作
「
公
」
。
⑰

御
覚
八
八
六
無
「
受
命
」
　
二
字
。
⑧
「
没
」
、
御
覚
八
八
六
作
「

波
」
。
「
淵
」
、
類
棄
・
事
類
斌
注
作
「
川
」
。
⑳
御
覚
八
八
六
「

候
」
作
「
快
」
、
無
「
到
」
字
。
顆
衆
・
事
類
賦
注
無
此
四
字
。

⑳
御
覚
無
「
裡
」
字
。
①
「
耀
」
、
御
覚
八
八
六
作
「
煙
」
。
⑫
御

覚
八
八
六
無
此
四
字
。
類
棄
・
事
類
賦
注
不
引
此
以
下
六
十
八
字
。

⑳
御
覚
作
「
俄
而
公
等
忽
然
而
去
」
。
㊥
御
覚
八
八
六
無
此
九
字
。

⑮
御
覚
八
八
六
「
朔
」
上
有
「
東
方
」
二
字
。
⑳
御
覚
八
八
六
「

是
」
上
有
「
螺
殻
中
」
三
字
、
無
「
龍
」
字
。
⑰
「
率
」
、
御
覚

八
八
六
作
「
華
中
用
之
」
四
字
。
㊥
御
覧
八
八
六
無
「
之
必
」
　
二

字
。
⑳
「
産
難
」
、
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
作
「
難
産
」
、
今
接
廣
記

改
。
此
以
下
、
御
覚
八
八
六
不
引
。
⑳
類
緊
・
事
類
賦
注
「
朔
」

上
有
「
上
聞
東
方
朔
」
五
字
。
①
事
類
賦
注
無
「
一
」
字
。
①
「

妹
」
、
事
類
賦
注
作
「
蜂
」
。
⑬
類
棄
作
「
生
此
珠
焉
」
、
事
類
斌

注
作
「
生
此
珠
也
」
。
⑭
此
句
以
下
、
類
棄
・
事
類
賦
注
不
引
。

【
注
釈
】
　
未
央
　
末
央
宮
。
漢
の
高
祖
の
七
年
(
前
二
〇
〇
)

に
、
薦
何
が
都
長
安
に
建
て
た
宮
殿
　
(
『
漢
書
』
高
組
下
、
『
史

記
』
高
祖
本
紀
は
八
年
に
作
る
)
。
「
後
世
の
子
孫
が
こ
れ
以
上

壮
麗
に
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
」
と
蒸
何
が
言
う
ほ
ど
の
豪
華
な

宮
殿
で
あ
っ
た
が
、
武
帝
は
そ
れ
を
増
築
し
た
。
『
三
輔
黄
図
』

巻
二
に
「
至
孝
武
帝
時
、
又
増
修
」
と
あ
る
。
　
黍
膿
　
黍
な
ど

を
混
ぜ
た
肉
の
あ
つ
も
の
。
宴
会
の
ご
馳
走
。
『
御
覧
』
巻
八
五
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○
引
『
風
俗
通
』
に
「
今
宴
飲
大
台
、
皆
先
黍
臆
。
」
、
岡
引
『

禰
衡
別
博
』
に
「
黄
祖
在
蒙
衝
舟
、
賓
客
作
黍
雁
。
」
岡
引
『
竹

林
七
賢
論
』
(
『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
劉
孝
標
注
引
同
)
　
に
　
「
令

鳥
他
賓
設
黍
腫
」
と
あ
る
よ
う
に
、
客
を
も
て
な
す
宴
会
の
ご
馳

走
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
李
創
國
『
唐
前
志
怪
小
説
輯
繹
』
に
は
、

「
加
黍
米
之
肉
糞
。
『
説
文
』
　
四
下
肉
部
へ
雁
、
肉
彙
也
。
)
七

上
米
部
(
粍
)
字
段
注
(
古
之
彙
必
和
以
米
。
)
へ
腫
)
　
又
作
(

腰
)
。
」
と
い
う
。
　
冒
死
自
訴
一
命
を
賭
し
て
訴
え
る
。
「
日

死
」
は
　
臣
下
が
皇
帝
に
対
し
て
進
言
す
る
時
、
畏
敬
の
念
を
表

す
常
套
語
。
死
罪
を
覚
悟
で
の
意
。
　
面
目
顛
緻
　
し
わ
く
ち
ゃ

の
赤
ら
顔
。
「
崩
」
は
赤
い
色
。
　
掟
杖
償
歩
　
杖
を
つ
い
て
背

を
曲
げ
て
歩
く
。
　
篤
老
之
極
　
非
常
に
年
老
い
た
様
子
。
「
篤

老
」
は
、
年
老
い
た
l
　
様
。
江
藍
生
『
魂
晋
南
北
朝
小
説
詞
語
匿
釈
』

に
、
こ
の
例
を
挙
げ
て
「
等
老
、
指
人
疲
頓
衰
老
之
貌
。
」
と
い

う
。
　
不
知
何
等
　
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
「
何
等
」

は
「
什
乞
」
「
想
え
」
　
の
意
で
、
江
藍
生
『
規
晋
南
北
朝
小
説
詞

語
匪
釈
』
に
、
「
何
等
力
枚
規
六
朝
入
刀
靖
、
使
用
十
分
普
通
、
」

と
い
う
。
　
其
名
篇
藻
居
、
兼
水
木
之
精
也
　
そ
の
名
前
を
「
藻

居
」
と
言
い
、
水
と
木
の
精
を
兼
ね
て
い
る
も
の
で
す
。
李
剣
國

『
唐
前
志
怪
小
説
輯
繹
』
の
説
に
従
っ
て
、
祖
台
之
『
志
怪
』
　
の

文
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
。
注
釈
の
項
参
照
。
　
頃
日
　
近
ご
ろ
。

『
漢
語
大
詞
典
』
は
、
こ
の
文
と
南
斉
・
張
充
「
輿
尚
書
令
王
倹

書
」
　
の
　
「
頃
日
路
長
、
愁
来
朝
晦
」
を
引
き
、
「
近
日
」
　
の
意
に

解
す
る
。
李
則
國
『
唐
前
志
怪
小
説
輯
繹
』
は
「
壷
日
。
(
頃
)

通
　
(
傾
)
、
壷
也
。
」
と
解
す
る
。
　
仰
朝
倉
屋
、
而
復
僻
指
陛

下
脚
着
、
足
也
。
願
陛
下
宮
垂
足
於
此
也
　
頭
を
上
げ
て
天
井
を

見
上
げ
、
う
つ
む
い
て
陛
下
の
足
を
指
さ
し
た
の
は
、
足
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
陛
下
に
宮
殿
は
こ
れ
で
十
分
と
さ
れ
る
よ
う
願
っ

て
い
る
の
で
す
。
『
御
覚
』
　
八
八
六
引
の
　
「
殿
名
未
央
也
」
を
補

え
ば
、
前
半
部
の
意
は
「
仰
い
で
天
井
を
見
上
げ
た
の
は
、
宮
殿

の
名
が
未
央
　
(
い
ま
だ
つ
き
な
い
)
　
と
い
う
こ
と
で
」
と
な
る
。

祖
台
之
『
志
怪
』
は
「
仰
視
殿
屋
、
殿
名
末
央
、
訴
陛
下
方
侵
其

居
宅
末
央
也
。
傭
指
陛
下
脚
者
、
足
也
、
願
陛
下
宮
殿
足
於
此
、

不
願
更
造
也
。
」
(
殿
屋
を
仰
視
し
、
殿
の
名
は
末
央
、
陛
下
の

つ

方
に
其
の
居
宅
を
侵
し
て
未
だ
央
き
ざ
る
を
訴
ふ
る
な
り
。
僻
し

て
陛
下
の
脚
を
指
す
は
、
足
る
な
り
。
陛
下
に
宮
殿
此
に
足
れ
り

と
な
さ
ん
こ
と
を
願
ひ
、
更
に
造
る
こ
と
を
願
は
ざ
る
な
り
)
　
に

作
る
。
李
創
國
氏
は
『
御
覧
』
に
よ
っ
て
、
本
文
に
「
殿
名
末
央

也
」
を
補
い
、
祖
台
之
『
志
怪
』
の
方
が
「
文
義
較
勝
」
と
言
う
。

幸
弘
子
河
　
敏
子
河
に
行
幸
し
た
と
き
。
孤
子
河
は
、
当
時
、

今
の
河
南
省
浪
陽
市
付
近
で
黄
河
か
ら
別
れ
て
済
水
に
注
ぎ
込
ん

で
い
た
川
の
名
。
『
史
記
』
河
渠
書
、
『
漢
書
』
武
紀
に
よ
れ
ば
、

武
帝
は
元
封
二
年
　
(
前
一
〇
九
)
、
黄
河
の
一
部
弘
子
河
の
決
填

箇
所
を
修
致
し
、
「
宣
房
宮
」
を
造
っ
た
と
い
う
。
「
弘
子
歌
」

も
作
っ
て
い
る
。
祖
台
之
『
志
怪
』
は
「
帝
親
幸
河
郁
」
に
作
る

が
、
「
河
都
」
は
未
詳
。
『
類
棄
』
巻
八
四
、
『
事
顆
拭
注
』
巻
九

引
『
幽
明
録
』
が
「
河
渚
」
に
作
る
の
と
同
じ
系
統
の
異
文
で
あ

ろ
う
。
　
絃
歌
之
肇
　
弦
楽
器
に
合
わ
せ
て
歌
う
声
。
『
論
語
』
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陽
貨
篇
に
「
子
之
武
城
、
聞
弦
歌
之
軍
。
」
(
子
　
武
城
に
之
き
、

弦
歌
の
蟹
を
聞
く
)
　
と
あ
り
、
文
化
教
育
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら

れ
る
・
水
底
か
ら
音
楽
が
聞
こ
え
る
話
は
、
『
異
苑
』
巻
七
(
2
2
8

話
)
　
の
　
「
曽
温
墳
至
牛
渚
磯
、
間
水
底
有
音
黛
之
蟹
。
」
(
菅
の

温
崎
　
牛
渚
磯
に
至
り
、
水
底
に
音
黛
の
彗
有
る
を
聞
く
)
　
な
ど

が
あ
る
。
凌
波
　
波
を
乗
り
越
え
る
。
曹
植
「
洛
神
拭
」
(
『
文

選
』
巻
一
九
)
　
に
　
「
凌
波
微
歩
、
羅
桟
生
塵
。
」
　
(
波
を
凌
い
で

微
歩
す
れ
ば
、
羅
携
塵
を
生
ず
)
　
と
あ
る
。
　
緋
衣
素
帝
　
赤

い
服
と
白
い
練
り
絹
の
大
帯
。
「
緯
衣
」
は
、
「
緯
衣
大
冠
」
　
で

将
軍
の
服
装
を
表
す
よ
う
に
軍
服
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

『
漢
書
』
五
行
志
下
之
上
に
　
「
郡
通
里
男
子
王
褒
衣
緯
衣
小
冠
、

帯
剣
、
入
北
司
馬
門
、
殿
東
門
。
」
(
鄭
通
里
の
男
子
王
褒
　
絆
衣

き

を
衣
小
冠
に
て
、
剣
を
帯
び
北
司
馬
門
、
殿
の
東
門
よ
り
入
る
)

と
あ
り
、
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
に
　
「
光
武
緯
衣
大
冠
」
と
あ

る
。
「
素
帯
」
は
『
礼
記
』
玉
藻
に
　
「
天
子
素
帯
朱
裏
終
脾
。
而

素
帯
終
辟
。
大
夫
素
帯
辟
垂
。
」
　
(
天
子
は
素
帯
朱
裏
終
辟
す
。

而
し
て
素
帯
終
辞
す
。
大
夫
は
素
帯
し
て
垂
を
辞
す
)
<
鄭
玄
注

云
、
「
而
素
帯
終
辞
、
謂
諸
侯
也
。
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
天
子
・

諸
侯
・
大
夫
の
帯
だ
っ
た
。
　
櫻
儀
　
冠
の
ひ
も
と
お
び
玉
。
宮

中
で
天
子
に
朝
見
す
る
時
の
服
装
。
　
昧
死
精
訴
一
命
を
賭
し

て
訴
え
る
。
「
昧
死
」
は
、
己
が
暗
愚
で
死
罪
を
犯
す
意
。
上
奏

文
な
ど
に
用
い
て
畏
敬
の
念
を
表
す
常
套
語
。
『
戦
国
策
』
秦
策

一
に
「
臣
昧
死
望
見
大
王
」
(
臣
昧
死
し
て
大
王
を
望
見
す
)
　
と

あ
る
。
「
掃
訴
」
は
、
お
も
む
き
訴
え
る
こ
と
。
『
宋
喜
』
巻
七

九
「
文
五
王
伝
」
尭
陵
王
誕
に
　
「
抱
痛
憤
冤
、
冒
死
田
訴
。
」
(

痛
を
抱
き
冤
を
懐
き
、
死
を
冒
し
て
掃
訴
す
)
　
と
あ
る
。
　
天
地

之
施
　
武
帝
の
恩
徳
が
天
地
の
恵
み
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
意
。

治
絃
両
歌
　
楽
器
の
調
子
を
整
え
て
演
奏
し
歌
う
意
で
あ
ろ

う
。
「
治
絃
」
は
用
例
を
見
な
い
が
、
『
中
国
古
代
十
大
志
怪
小

説
貫
析
』
は
「
凋
好
京
器
、
辺
弾
迫
唱
起
来
ご
、
『
白
話
太
平
虞

記
』
(
北
京
燕
山
出
版
社
)
　
は
「
抗
琴
唱
歌
」
、
『
文
自
対
照
太
平

虞
記
』
(
天
津
古
籍
出
版
社
)
「
弾
弦
而
唱
」
と
訳
す
。
　
窟
宅

動
物
な
ど
が
住
む
洞
穴
。
左
思
　
「
呉
都
賦
」
(
『
文
選
』
巻
五
)

に
「
顛
覆
巣
居
、
剖
破
窟
宅
」
(
皇
居
を
顛
覆
し
、
窟
宅
を
剖
破

す
)
と
あ
る
。
　
清
徹
鏡
越
架
機
　
清
ら
か
で
澄
み
き
っ
た
歌
声

が
室
内
中
に
響
き
渡
る
。
『
列
子
』
湯
問
に
　
「
韓
城
東
之
脅
、
置

糧
。
過
羅
門
、
需
歌
個
食
。
既
去
、
緑
韻
績
梁
機
、
三
日
不
絶
左

ゆ

　

　

　

と

ぽ

右
以
、
其
人
弗
去
。
」
(
韓
城
東
の
か
た
斉
に
之
き
、
糧
匿
し
。

こ

薙
門
を
過
ぎ
、
歌
を
需
ぎ
て
食
を
慣
ふ
。
既
に
去
る
に
、
鰊
韻

め

′

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

も

梁
椀
を
繰
り
て
、
三
日
絶
え
ず
。
左
右
以
へ
ら
く
、
其
の
人
去
ら

ず
と
)
　
と
あ
り
、
「
絹
梁
」
は
絶
妙
な
歌
声
を
表
す
言
葉
と
し
て

使
わ
れ
、
陸
機
「
演
連
珠
」
(
『
文
選
』
巻
五
五
)
　
に
　
「
綿
梁
之

音
、
貫
紫
絃
所
思
。
」
(
梁
を
繰
る
の
昔
は
、
賞
に
紫
絃
の
思
ふ

所
な
り
)
、
沈
約
「
詠
等
」
詩
に
「
徒
開
音
続
梁
、
寧
知
顔
如
玉
」

(
徒
だ
音
の
梁
を
綿
る
を
聞
く
の
み
に
し
て
、
寧
ん
ぞ
顔
の
玉
の

如
き
を
知
ら
ん
や
)
と
あ
る
。
　
鴫
管
撫
節
　
笛
を
吹
き
拍
子
木

を
打
つ
。
「
嶋
管
」
は
管
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
、
懲
康
「
声
無

哀
楽
論
」
　
に
　
「
操
律
嶋
管
」
と
あ
る
。
「
撫
節
」
は
節
　
(
拍
子
を
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取
る
た
め
の
楽
器
)
　
を
打
つ
こ
と
、
『
列
子
』
湯
問
に
「
撫
節
悲

歌
」
、
百
植
「
閏
情
」
詩
に
　
「
認
琴
撫
節
、
鳥
我
絃
歌
。
」
(
琴
を

弾
き
節
を
撫
し
、
我
が
鳥
に
絃
歌
す
)
と
あ
る
。
　
爾
契
雪
嶺

合
奏
の
調
和
が
絶
妙
で
あ
る
。
「
契
」
は
　
「
合
」
と
同
意
。
『
中

国
古
代
十
大
志
怪
小
説
賞
析
』
は
「
曲
調
契
合
、
声
音
和
漕
。
」
、

『
白
話
太
平
虞
記
』
(
北
京
燕
山
出
版
社
)
　
は
「
声
調
和
漕
、
苛

奏
弄
整
。
」
と
訳
す
。
　
雅
脱
　
相
手
の
贈
与
に
対
す
る
敬
辞
。

こ
こ
で
は
「
誉
め
言
葉
」
　
の
意
。

前
日
不
適
、
比
辱
雅
脱
」
(
前
日

退字ヱ
れ

ず冒
ヽ　Jヒムヽ

』

比至巻

国

ろ七

戚

洪

か伝

雅

脱

を

辱…に
な　「

く
す
)
と
あ
る
。
　
可
更
以
珍
異
見
胎
　
ほ
か
に
も
珍
し
い
も
の

を
も
ら
え
ま
い
か
。
祖
台
之
『
志
怪
』
は
、
「
君
可
思
以
呉
口
胎

之
。
」
　
(
君
呉
ロ
を
以
て
之
に
胎
ら
ん
こ
と
を
思
ふ
可
し
)
　
に
作

り
、
武
帝
が
東
方
朔
に
も
何
か
贈
る
よ
う
に
言
い
、
下
文
で
、
武

帝
が
東
方
朔
が
も
ら
っ
た
真
珠
を
お
金
を
渡
し
て
受
け
取
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
悦
潜
　
美
し
い
色
つ
や
。
『
漢
語
大
詞
典
』
は

「
光
潤
悦
目
」
と
解
す
る
。
陸
雲
「
興
平
原
書
」
に
「
久
不
作
文
、

多
不
悦
浮
」
(
久
し
く
文
を
作
ら
ず
、
多
く
悦
澤
な
ら
ず
)
と
あ

る
。
　
鮮
生
珠
　
は
ま
そ
り
が
真
珠
を
生
む
。
張
衡
「
南
都
賦
」

ふ
く

(
『
文
選
』
巻
四
)
　
に
.
「
巨
蜂
函
珠
」
(
巨
蜂
　
珠
を
函
む
)
<
李

登
注
云
、
楊
雄
司
都
賦
日
、
蜂
函
珠
而
撃
裂
。
蜂
興
鰊
同
。
)
と

あ
る
。
ま
た
、
『
港
南
子
』
説
山
訓
に
「
明
月
之
珠
、
出
於
蛇
蝦
。
」

(
明
月
の
珠
は
、
蛇
蝮
よ
り
出
づ
)
<
高
誘
注
云
、
「
珠
有
夜
光
明

月
、
生
於
地
中
。
」
氾
論
訓
「
明
月
之
珠
」
許
憤
注
云
、
「
夜
光

之
珠
、
有
似
明
月
、
故
日
明
月
。
」
『
文
選
』
巻
一
班
固
「
西
都

賦
」
「
随
侯
明
月
」
李
誉
注
に
詳
説
あ
り
。
V
、
説
林
訓
に
「
明
月

之
珠
、
蝿
之
病
而
我
之
利
。
」
(
明
月
の
珠
は
、
蝿
の
病
に
し
て

我
の
利
な
り
)
と
あ
る
。
　
奇
纖
　
抜
群
の
知
識
。
繹
慧
覿
「
修

行
地
不
浄
観
経
序
」
(
全
宋
文
巻
六
三
)
　
に
「
其
人
出
世
、
奇
識

博
達
」
(
其
の
人
　
世
に
出
で
、
奇
識
博
達
)
　
と
あ
る
。
『
中
国
古

代
十
大
志
怪
小
説
賞
析
』
は
「
出
余
的
オ
現
」
と
訳
す
。

く
ら
.

【
訓
読
】
　
漠
の
武
帝
　
葦
臣
と
未
央
に
宴
し
、
方
に
黍
雁
を
噸

ふ
。
忽
ち
人
語
を
聞
く
に
云
ふ
、
「
老
臣
死
を
冒
し
て
自
ら
訴
ふ
」

や
や

と
。
其
の
形
を
見
ず
。
尋
い
で
寛
む
る
こ
と
良
久
し
く
し
て
、
梁

の
上
に
一
老
翁
の
長
八
九
寸
な
る
を
見
る
。
面
目
璃
駁
、
責
髪

つ

培
白
に
し
て
、
杖
を
掟
き
て
償
歩
し
、
篤
老
の
極
な
り
。
帝
問
ひ

て
日
く
、
「
里
姓
字
は
何
ぞ
。
居
は
何
虎
に
在
る
か
。
何
の
病
苦

す
る
所
あ
り
て
、
来
り
て
朕
に
訴
ふ
る
か
」
と
。
翁
柱
に
縁
り

て
下
り
、
杖
を
放
ち
て
稽
首
し
、
曝
し
て
言
は
ず
。
因
り
て
首
を

仰
ぎ
て
屋
を
視
、
僻
し
て
帝
の
脚
を
指
し
、
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。

な
に

帝
骸
愕
し
、
何
等
な
る
か
を
知
ら
ず
。
乃
ち
日
く
、
「
東
方
朔

必
ず
之
を
識
ら
ん
」
と
。
是
に
於
い
て
方
朔
を
召
し
て
以
て
告
そ
。

朔
日
く
、
「
其
の
名
を
藻
居
と
鳥
し
、
水
木
の
精
を
兼
ぬ
る
な
り
。

こ
の
ご
ろ

夏
は
幽
林
に
巣
ひ
、
冬
は
探
河
に
漕
む
。
陛
下
頃
日
頻
に
宮
室

を
興
遺
し
、
其
の
居
を
斬
伐
す
。
故
に
来
り
て
訴
ふ
る
の
み
。
頭

を
仰
ぎ
て
屋
を
看
て
、
復
た
僻
し
て
陛
下
の
脚
を
指
す
は
、
足
る

な
り
。
陛
下
に
宮
室
の
此
に
足
れ
り
と
な
さ
ん
こ
と
を
願
ふ
な
り
」

や

と
。
帝
之
に
感
じ
、
既
に
し
て
役
を
息
む
。

み

ゆ

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

き

敬
子
河
に
幸
し
、
水
底
に
絃
歌
の
蟹
有
る
を
聞
く
。
前
の
梁
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上
の
老
翁
及
び
年
少
の
も
の
数
人
、
緯
衣
素
帯
に
し
て
、
控
侃
甚

だ
鮮
や
か
な
り
。
皆
長
八
九
寸
に
し
て
、
一
人
の
長
尺
鰊
な
る
有

り
。
波
を
凌
ぎ
て
出
づ
る
も
、
衣
清
浦
せ
ず
。
或
い
は
欒
器
を

や

挟
む
者
有
り
。
帝
　
方
に
食
ふ
に
、
之
が
馬
に
腰
を
綴
め
、
命
じ

て
食
案
の
前
に
列
坐
せ
し
む
。
帝
問
ひ
て
日
く
、
「
水
底
に
黛
を

奏
す
る
を
聞
く
、
鳥
す
は
是
れ
君
か
」
と
。
老
翁
封
へ
て
日
く
、

さ
き

「
老
臣
前
に
味
死
帰
訴
し
、
幸
ひ
に
陛
下
の
天
地
の
施
し
を
蒙

や

り
、
即
ち
斧
斤
を
息
め
ら
れ
、
其
の
居
宅
を
全
く
す
る
を
得
、
歓

喜
に
勝
へ
ず
。
故
に
私
に
相
慶
黛
す
る
の
み
」
と
。
帝
日
く
、
「

こ

.

と

さ

ら

　

　

　

　

も

黛
を
奏
す
る
を
得
可
べ
き
や
否
や
」
と
。
日
く
、
「
　
故
　
に
黛
を
齋

ち
て
来
た
る
。
安
ん
ぞ
敢
へ
て
奏
せ
ざ
ら
ん
や
」
と
。
其
の
最
も

と
と
の

長
ぜ
し
人
　
便
ち
紋
を
治
　
へ
て
歌
ふ
。
歌
ひ
て
日
く
、
「
天
地
の

ご
と
き
徳
も
て
至
仁
を
垂
れ
、
幽
塊
を
怒
れ
み
て
斧
斤
を
停
め
、

窟
宅
を
保
ち
て
微
身
を
庇
ふ
、
願
は
く
は
天
子
　
壽
の
常
春
な
ら

ん
こ
と
を
」
と
。
歌
蟹
の
小
大
、
人
に
異
な
る
無
く
、
清
徹
に
し

■

ノ

　

　

　

　

あ

て
梁
棟
を
絹
越
す
.
又
二
人
管
を
鳴
ら
し
節
を
擦
ち
、
調
契
ひ
蟄

と
.
と
の詰
ふ
。
帝
　
歓
祝
し
、
鰯
を
奉
げ
て
姐
び
に
勧
め
て
日
く
、
「
不

徳
に
し
て
雅
脱
に
普
た
る
に
足
ら
ず
」
と
。
老
翁
等
並
び
に
起
ち

き
か
づ
き

て
拝
し
　
爵
　
を
受
け
、
各
お
の
敷
升
を
飲
む
も
酔
は
ず
。
帝
に

一
の
紫
の
螺
殻
を
叡
ず
。
中
に
物
有
り
、
状
牛
脂
の
如
し
。
帝

問
ひ
て
日
く
、
「
朕
　
闇
に
し
て
以
て
此
の
物
を
識
る
無
し
」
と
。

日
く
、
「
東
方
生
　
之
を
知
る
の
み
」
と
。
帝
日
く
、
「
更
に
珍
異

お
く

を
以
て
胎
ら
る
可
し
」
と
。
老
翁
　
顧
み
て
命
じ
て
、
洞
穴
の
寅

を
取
ら
し
む
。
一
人
　
命
を
受
け
、
下
り
て
淵
底
に
没
し
、
條
忽

に
し
て
遠
へ
り
到
り
、
一
大
珠
を
得
。
覆
∵
敦
寸
に
し
て
、
明
耀

絶
世
た
り
。
帝
甚
だ
愛
翫
す
。
翁
等
忽
然
と
し
て
障
る
。

帝
朔
に
問
ふ
、
「
紫
の
螺
殻
の
中
は
何
物
な
る
か
」
と
。
朔
日

か

は

　

つ

く
、
「
是
れ
蚊
龍
の
髄
な
り
。
以
て
面
に
博
く
れ
は
、
人
を
し
て

顔
色
を
好
く
せ
し
む
。
又
女
子
　
畢
む
に
在
れ
ば
、
之
を
産
む
に

た
ま

必
ず
易
し
」
と
。
令
た
ま
後
宮
の
産
む
こ
と
難
き
者
、
之
を
試

か

は

　

ぬ

み
る
に
、
殊
に
神
放
有
り
。
帝
　
脂
を
以
て
面
に
塗
る
に
、
便
ち

悦
澤
あ
り
。
又
日
く
、
「
何
を
以
て
此
の
珠
を
洞
穴
の
珠
と
名
づ

く
る
か
」
と
。
朔
日
く
、
「
河
底
に
一
穴
有
り
、
深
さ
数
百
丈
な

り
。
中
に
赤
辟
有
り
、
妹
珠
を
生
ず
。
故
に
以
て
名
づ
く
」
と
。

帝
既
に
深
く
此
の
事
に
歎
じ
、
又
朔
の
奇
謁
に
服
す
。

【
訳
文
】
　
漢
の
武
帝
は
群
臣
と
呆
央
宮
で
宴
会
を
開
き
、
ち
ょ

う
ど
ご
馳
走
を
食
べ
て
い
た
。
す
る
と
突
然
話
し
声
が
聞
こ
え
て

き
て
、
「
老
臣
一
命
を
賭
し
て
申
し
上
げ
ま
す
」
と
言
っ
た
。
姿

は
見
え
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
探
し
続
け
て
い
る
と
、
梁
の
上
に

一
人
の
身
の
た
け
八
、
九
寸
(
約
二
〇
皿
)
の
老
人
を
見
つ
け
た
。

し
わ
く
ち
ゃ
の
赤
ら
顔
、
責
も
髪
も
真
っ
白
で
、
杖
を
つ
い
て
腰

を
か
が
め
て
歩
き
、
非
常
に
年
老
い
た
様
子
だ
っ
た
。
武
帝
は
、

「
老
人
の
名
前
は
何
と
い
う
の
か
。
住
ま
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

何
の
困
苦
が
あ
っ
て
、
朕
に
訴
え
に
来
た
の
か
」
と
尋
ね
た
。
老

人
は
柱
を
つ
た
っ
て
下
り
て
き
て
、
杖
を
捨
て
頭
を
床
に
つ
け
拝

礼
し
た
ま
ま
、
一
言
も
言
わ
な
か
っ
た
。
や
が
て
顔
を
あ
げ
て
天

井
を
見
上
げ
、
う
つ
向
い
て
帝
の
脚
を
指
き
し
、
ふ
い
に
姿
が
見

え
な
く
な
っ
た
。
武
帝
は
驚
い
て
、
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
か
っ
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た
。
そ
し
て
「
東
方
朔
は
き
っ
と
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
」
と
言

っ
た
。
そ
こ
で
東
方
朔
を
呼
び
出
し
て
話
し
た
。
東
方
朔
は
、
「

そ
の
名
を
藻
居
と
い
い
、
水
木
の
精
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
ま
す
。

夏
は
奥
深
い
林
に
住
み
、
冬
は
深
い
川
底
に
潜
ん
で
お
り
ま
す
。

陛
下
は
こ
の
ご
ろ
さ
か
ん
に
宮
室
を
造
営
し
、
彼
の
住
ま
い
で
あ

る
林
の
木
を
伐
採
し
て
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
や
っ
て
来
て

訴
え
た
の
で
す
。
天
井
を
仰
視
し
、
う
つ
向
い
て
陛
下
の
脚
を
指

さ
し
た
の
は
、
「
足
る
」
　
(
も
う
十
分
だ
)
　
と
い
う
意
味
で
す
。

陛
下
が
宮
殿
は
も
う
こ
れ
で
十
分
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
の
で
す
」
と
言
っ
た
。
武
帝
は
こ
れ
に
感
じ
入
り
、
や
が
て

造
営
工
事
を
中
止
し
た
。

武
帝
が
敬
子
河
に
行
幸
し
た
と
き
、
水
底
か
ら
弦
歌
の
声
が
聞

こ
え
て
き
た
。
ま
も
な
く
、
さ
き
の
梁
の
上
の
老
人
と
年
少
の
者

数
人
が
、
赤
い
衣
に
白
い
帯
で
現
れ
、
冠
の
ひ
も
と
お
び
玉
は
、

大
変
鮮
や
か
で
あ
っ
た
。
皆
身
の
丈
八
、
九
寸
で
あ
っ
た
が
、
一

人
だ
け
一
尺
余
り
の
者
が
い
た
。
波
を
越
え
て
出
て
き
た
の
に
、

衣
服
は
濡
れ
て
い
な
か
っ
た
。
中
に
は
楽
器
を
抱
え
て
い
る
者
も

い
た
。
武
帝
は
ち
ょ
う
ど
食
事
を
し
て
い
た
が
、
食
べ
る
の
を
止

め
て
、
彼
ら
を
食
卓
の
前
に
並
ん
で
座
ら
せ
た
。
武
帝
が
、
「
水

底
で
音
楽
を
演
奏
す
る
の
を
聞
い
た
が
、
あ
れ
は
そ
な
た
た
ち
が

奏
で
て
.
い
た
も
の
か
」
と
尋
ね
た
。
老
人
は
、
「
老
臣
が
以
前
に

恐
れ
多
く
も
訴
え
出
ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸
ひ
に
も
陛
下
の
こ
の
上

な
い
恩
恵
を
蒙
り
、
す
λ
＼
に
伐
採
を
中
止
さ
れ
、
我
々
の
住
ま
い

を
保
つ
こ
と
が
で
き
、
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
に
た
え
き
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
内
々
で
祝
宴
を
開
い
て
い
た
の
で
す
」
と
答
え

た
。
武
帝
が
、
「
こ
こ
で
音
楽
を
演
奏
で
き
る
か
」
と
言
う
と
、

老
人
は
、
「
わ
ざ
わ
ざ
楽
器
を
持
っ
て
き
た
の
で
す
。
ど
う
し
て

演
奏
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
っ
た
。
そ
の
中
の

最
も
背
の
高
い
人
が
す
そ
に
弦
の
調
子
を
合
わ
せ
て
歌
っ
た
。
歌

は
次
の
よ
う
だ
っ
た
。

天
地
の
ご
と
き
徳
で
こ
の
上
な
い
仁
愛
を
施
さ
れ

か
ば
そ
き
心
を
憐
れ
ま
れ
て
伐
採
を
中
止
さ
れ

我
が
洞
穴
を
保
護
し
我
ら
の
身
を
庇
護
き
れ
た

天
子
の
齢
が
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す

歌
声
の
大
き
さ
は
、
人
と
異
な
る
こ
と
は
な
く
、
清
ら
か
で
澄
み

き
っ
た
声
が
室
内
中
に
響
き
渡
っ
た
。
ま
た
二
人
が
笛
を
吹
き
拍

子
木
を
打
ち
、
合
奏
の
調
和
は
絶
妙
で
あ
っ
た
。
武
帝
は
感
激
し

て
喜
び
、
杯
を
挙
げ
て
皆
に
勧
め
て
、
「
朕
は
不
徳
で
お
褒
め
の

言
葉
に
あ
う
も
の
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
老
人
た
ち
は
皆
立
ち

上
が
り
拝
礼
し
て
杯
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
数
升
を
飲
ん
だ
が
酔
わ

な
か
っ
た
。
そ
し
て
武
帝
に
一
つ
の
紫
の
巻
き
貝
の
殻
を
献
上
し

た
。
中
に
物
が
入
っ
て
い
て
、
牛
の
脂
の
よ
う
だ
っ
た
。
武
帝
が
、

「
朕
は
無
学
で
こ
れ
が
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
問
う
と
、
老

人
は
、
東
方
先
生
が
ご
存
じ
で
す
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
帝
が
、

「
ほ
か
に
も
珍
し
い
も
の
を
も
ら
え
ま
い
か
」
と
言
う
と
、
老
人

は
振
り
返
っ
て
、
洞
穴
の
宝
を
取
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
。
一

人
が
そ
の
命
を
受
け
、
淵
の
底
に
潜
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
戻
っ

て
き
て
、
一
つ
の
大
き
な
真
珠
を
持
っ
て
き
た
。
直
径
が
数
寸
あ
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h
ソ
、
そ
の
輝
き
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
帝
は
大

変
気
に
入
っ
た
。
老
人
た
ち
は
突
然
姿
を
消
し
た
。

武
帝
が
東
方
朔
に
、
「
紫
の
巻
き
貝
の
中
の
物
は
何
か
」
と
問

う
と
、
東
方
期
は
、
「
そ
れ
は
蚊
龍
の
髄
で
す
。
そ
れ
を
顔
に
塗

れ
ば
、
顔
色
を
美
し
く
し
ま
す
。
ま
た
女
子
が
妊
娠
し
て
い
る
と

き
に
は
、
お
産
が
軽
く
な
り
ま
す
」
と
言
っ
た
。
た
ま
た
ま
後
宮

で
難
産
の
者
が
い
た
の
で
、
試
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
す
そ
れ
た
効

果
が
あ
っ
た
。
武
帝
が
そ
の
脂
を
顔
に
塗
っ
た
と
こ
ろ
、
す
え
1
に

美
し
い
色
つ
や
に
な
っ
た
。
ま
た
武
帝
が
、
「
ど
う
し
て
こ
の
真

珠
を
洞
穴
の
珠
と
名
づ
け
る
の
か
」
と
問
う
と
、
東
方
朔
は
、
「

河
の
底
に
一
つ
の
穴
が
有
り
、
深
さ
は
数
百
丈
で
す
。
そ
の
中
に

赤
い
は
ま
そ
り
が
い
て
、
そ
れ
が
真
珠
を
生
み
ま
す
。
だ
か
ら
そ

う
名
づ
け
た
の
で
す
」
と
答
え
た
。
武
帝
は
こ
の
こ
と
に
深
く
感

じ
入
る
と
と
も
に
、
ま
た
東
方
朔
の
抜
群
の
知
識
に
感
服
し
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
第
2
8
話
と
同
様
、
東
方
朔
伝
説
の
一
つ

で
あ
る
が
、
林
と
河
の
精
霊
が
小
さ
な
老
人
の
姿
で
出
現
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
河
底
に
別
世
界
が
想
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
自
然
神
に
対
す
る
民
間
信
仰
が
、
漢
の
武
帝
と
東

方
朔
に
関
す
る
神
仙
説
話
に
吸
収
さ
れ
て
で
き
た
話
で
あ
ろ
う
。

勝
村
哲
也
氏
は
、
秦
始
皇
帝
の
山
林
濫
伐
の
こ
と
を
述
べ
、
「
始

皇
帝
に
よ
っ
て
一
段
と
強
め
ら
れ
た
自
然
破
壊
は
、
漢
の
武
帝
の

時
代
に
到
っ
て
頂
点
を
迎
え
る
と
い
う
一
つ
の
推
定
」
を
提
示
さ

れ
て
い
る
　
(
「
中
国
中
世
共
同
体
試
論
」
、
一
九
八
〇
年
『
東
方

学
報
　
(
京
都
)
』
第
五
二
冊
所
収
)
　
が
、
こ
の
話
も
そ
れ
に
関
連

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
林
の
精
霊
が
小
さ
な
老
人
の
姿
で
出
現
し
、

漠
の
武
帝
の
山
林
濫
伐
に
よ
る
自
然
破
壊
に
警
告
し
た
も
の
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
祖
台
之
『
志
怪
』
と
任
蛎
『
述
異
記
』
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
掲
載
し
て
お
く
。

○
祖
台
之
『
志
怪
』
(
『
古
小
説
鈎
沈
』
所
収
)

漢
武
帝
興
近
臣
宴
会
於
未
央
殿
、
忽
間
人
語
云
、
「
老
臣
冒
死

目
陳
。
」
乃
見
屋
梁
上
有
一
老
翁
①
、
長
八
九
寸
、
注
杖
倭
歩
、

馬
老
之
極
。
縁
柱
而
下
、
放
杖
稽
首
、
哩
而
不
言
②
。
因
仰
首
視

殿
屋
、
僻
指
帝
脚
、
忽
然
不
見
。
東
方
朔
日
、
「
其
名
藻
居
、
兼

水
木
之
精
、
春
巣
幽
林
、
冬
漕
深
河
。
今
造
宮
室
、
斬
伐
其
居
、

故
来
訴
於
帝
。
日
仰
視
殿
屋
③
、
殿
名
未
央
、
訴
陛
下
方
侵
其
居

宅
未
央
也
。
僻
指
陛
下
脚
者
、
足
也
、
願
陛
下
宮
殿
足
於
此
、
不

願
更
造
也
。
」
上
島
之
息
宮
寝
之
役
。

居
少
時
、
帝
親
幸
河
都
、
間
水
底
有
絃
歌
之
聾
④
、
又
有
善
芥
。

須
史
、
前
梁
上
老
翁
及
年
少
政
人
、
繹
衣
素
帯
、
綾
侃
乗
藻
、
甚

鳥
鮮
腰
、
凌
波
而
出
、
衣
不
泊
濡
。
帝
問
日
、
「
間
水
底
真
実
蟹
、

鳥
君
郡
。
」
　
老
翁
封
日
、
「
老
臣
前
昧
死
掃
訴
、
幸
蒙
陛
下
天
地

之
施
、
即
止
息
斧
斤
、
得
全
其
居
宅
、
不
勝
嘉
款
、
故
私
相
慶
祭

司
。
」
戯
帝
一
紫
螺
殻
、
状
如
牛
脂
。
帝
日
、
「
朕
闇
無
以
識
君
。
」

「
東
方
生
知
耳
。
」
「
君
可
思
以
呉
□
胎
之
。
」
老
翁
乃
顧
命
取
洞

穴
之
賛
⑤
、
一
人
即
受
命
下
没
泉
底
⑥
、
條
忽
還
到
、
奉
大
珠
径

寸
、
明
耀
絶
世
。
帝
甚
翫
焉
。

問
朔
、
「
何
以
識
此
珠
鳥
洞
穴
之
賛
。
」
朔
日
、
「
河
底
有
洞
穴
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之
賓
。
」
　
帝
以
五
千
両
践
賜
朔
⑦
、
取
其
珠
。
[
宙
紗
一
百
五
十

八
]
①
鈎
沈
本
無
老
字
、
接
書
紗
補
。
②
喘
、
鈎
沈
本
作
黙
。
接

書
跡
改
。
③
殿
屋
、
鈎
沈
本
作
宮
殿
。
按
書
紗
改
。
④
結
、

鈎
沈
本
作
弦
。
接
書
紗
改
。
⑤
鈎
沈
本
無
賛
字
、
接
喜
紗
補
。

⑥
没
、
喜
妙
作
汲
。
今
従
鈎
沈
本
。
⑦
千
、
鈎
沈
本
作
十
。

接
書
跡
改
。

○
任
坊
『
述
異
記
』
(
巻
下
)

漢
武
宴
於
未
央
宮
、
忽
聞
人
語
云
、
「
老
臣
負
自
訴
。
」
不
見

其
形
。
艮
久
、
見
架
上
一
老
翁
、
長
八
九
寸
、
面
紋
舅
白
、
柱
杖

倭
歩
至
前
。
帝
問
日
、
「
受
何
姓
名
。
所
訴
者
何
。
」
翁
縁
柱
放

杖
、
叩
頭
不
言
。
因
仰
視
屋
、
傭
視
帝
脚
、
忽
不
見
。
帝
骸
健
、

問
東
方
朔
。
朔
日
、
「
其
名
馬
藻
、
兼
水
木
之
精
也
。
陛
下
頃
来

頻
興
宮
宝
、
斬
伐
其
居
。
故
来
訴
耳
。
仰
頭
看
屋
、
而
後
視
陛
下

脚
者
、
願
陛
下
宮
室
足
於
此
、
不
欲
更
造
。
」
帝
乃
息
役
。

後
帝
車
弧
子
河
、
聞
水
底
有
絃
歌
之
蟹
、
置
肴
膳
芽
芳
於
帝
前
。

前
梁
上
翁
及
敷
年
少
、
緑
衣
紫
帯
、
侃
紐
。
皆
長
八
寸
、
一
人
最

長
、
長
尺
鈴
。
渡
波
而
出
、
衣
不
清
漏
。
或
挟
祭
器
。
帝
間
之
日
、

「
向
所
聞
黛
、
是
公
等
奏
耶
。
」
封
日
、
「
臣
前
昧
死
掃
訴
、
蒙

陛
下
息
斤
斧
、
得
全
其
居
。
故
相
慶
黛
耳
。
」
遂
奏
黛
、
戯
帝
洞

穴
珠
一
枚
、
遂
隠
不
見
。

帝
聞
方
朔
、
「
何
謂
洞
穴
珠
。
」
朔
日
、
「
河
底
有
一
穴
、
探
数

百
丈
。
中
有
赤
蜂
、
熔
生
此
珠
、
径
寸
、
明
耀
絶
世
兵
。
」
帝
遂

亘
愛
此
環
、
翌
於
内
座
。
」
(
漢
観
叢
書
本
)

3
2
　
漢
武
帝
以
玄
豹
白
鳳
膏
磨
青
錫
屑
、
以
鯨
油
和
之
鳥
鐙
。
廉

雨
中
鐙
不
滅
。
〔
類
林
雑
説
十
三
〕
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
九
三
貞

【
注
釈
】
　
玄
豹
　
黒
豹
。
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」
(
『
文
通
』

巻
七
)
　
の
　
「
白
虎
玄
豹
」
李
誉
注
に
「
又
(
山
海
経
)
　
日
、
幽
都

之
山
、
其
上
有
玄
豹
。
郭
瑛
日
、
黒
豹
也
。
」
(
『
山
海
経
』
海
内

経
)
と
あ
る
。
　
日
量
　
白
い
鳳
風
、
伝
説
上
の
神
鳥
。
『
太
平

虞
記
』
巻
一
六
一
引
『
西
京
雑
記
』
に
「
雄
著
玄
、
夢
吐
白
鳳
皇

集
上
、
頃
之
而
滅
。
」
(
今
『
西
京
雑
記
』
巻
上
作
「
雄
著
太
元

経
、
夢
吐
鳳
凰
。
集
元
上
、
頃
之
而
減
。
」
)
　
と
あ
る
。
楊
雄
が

『
太
玄
経
』
を
著
述
し
た
と
き
、
夢
の
中
で
白
い
鳳
凰
を
吐
き
出

し
、
鳳
凰
は
『
太
玄
経
』
　
の
上
に
と
ま
っ
て
、
し
ば
ら
く
し
て
消

え
た
と
い
う
。
　
誅
油
　
牛
羊
の
乳
か
ら
作
っ
た
油
。
　
烏
鐙

灯
火
の
油
と
す
る
。
「
鐙
」
は
「
煙
」
と
同
じ
。

【
訓
読
】
　
漠
の
武
帝
玄
豹
白
鳳
の
膏
を
以
て
青
錫
を
麿
き
て

屑
と
し
、
鯨
油
を
以
て
之
に
和
し
て
鐙
と
馬
す
。
雨
中
と
蓑
も
鐙

滅
せ
ず
。

【
訳
文
】
　
漠
の
武
帝
は
玄
豹
と
白
鳳
の
膏
で
錫
を
み
が
い
て
粉

に
し
、
蘇
油
を
に
混
ぜ
て
灯
火
の
油
と
し
た
。
雨
の
中
で
も
灯
火

が
消
え
な
か
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
『
初
学
記
』
巻
二
五
「
拉
」
引
『
洞
冥

記
』
に
見
え
、
「
漠
武
帝
以
丹
豹
臆
・
白
鳳
膏
、
麿
青
錫
鳥
屑
、

以
淳
蘇
油
和
之
、
照
於
神
壇
。
夜
暴
雨
、
火
光
不
滅
。
」
人
『
顧
氏

文
房
小
説
』
所
収
『
漢
武
帝
別
國
洞
冥
記
』
巻
一
は
「
帝
既
耽
於
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蜜
怪
、
常
得
丹
豹
之
腰
・
白
鳳
之
膏
、
磨
青
錫
烏
屑
、
以
蘇
油
和

之
、
照
於
神
壇
。
夜
暴
雨
、
光
不
滅
。
」
)
と
作
る
。
王
国
艮
著
『

漢
武
洞
冥
記
研
究
b
(
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
　
参
照
。

日
　
量
伸
餅
言
下
惟
猫
詠
①
.
忽
有
客
来
②
。
風
姿
音
気
、

不
凡
。
輿
論
五
経
、
究
其
微
奥
③
。
仲
野
素
不
問
有
此
人
、

其
非
常
④
。
客
又
日
、
「
欲
雨
⑤
。
」
仲
野
因
此
戯
之
日
⑧
、
「而殊
巣疑鳥

居
知
風
⑦
、
穴
居
知
雨
⑧
。
卿
非
狐
狸
、
即
是
賃
鼠
⑨
。
」
客
間

此
昌
、
色
動
形
壊
、
化
成
老
狸
⑬
、
厳
然
而
走
①
。
〔
廣
記
四
百

四
十
二
、
御
覧
九
百
十
二
〕
※
郊
晩
晴
輯
注
本
六
三
月

【
校
異
】
　
①
廣
記
「
董
」
上
有
「
漠
」
字
。
「
嘗
」
、
御
覚
作

「
常
」
。
②
御
寛
無
「
忽
」
字
、
「
来
」
下
有
「
詣
」
字
。
③
此

四
句
、
御
究
作
「
語
遂
移
日
」
四
字
。
④
此
二
句
、
御
覧
作
「
節

知
其
非
常
」
。
⑤
校
記
云
、
「
五
字
『
廣
記
』
引
無
。
」
「
日
」
、
御

覧
作
「
云
」
、
飽
崇
城
本
作
「
日
」
。
⑥
『
古
小
説
鈎
沈
』
本
無

「
仲
野
」
　
二
字
、
今
接
御
男
・
飽
崇
城
本
絹
。
此
句
、
廣
記
作
「

乃
謂
之
日
」
四
字
。
⑦
「
知
」
、
廣
記
作
「
却
」
。
⑧
「
居
」
、
虞

記
作
「
虎
」
。
⑨
「
印
」
、
御
覚
作
「
則
」
。
「
踪
」
、
廣
記
作
「
老
」
。

⑬
御
覧
「
老
」
下
有
「
狐
」
字
、
「
狸
」
下
有
「
也
」
字
。
①
御

寛
無
此
四
字
。

【
注
釈
】
　
董
仲
静
　
前
一
七
九
-
前
一
〇
四
。
春
秋
字
を
修
め

景
帝
の
時
に
博
士
と
な
り
、
武
帝
の
時
、
儒
家
の
学
説
を
国
学
と

し
た
。
『
春
秋
繁
露
』
を
著
す
。
『
史
記
』
巻
一
二
一
、
『
漢
書
』

巻
五
六
に
伝
が
あ
る
。
下
権
爛
詠
　
帳
を
お
ろ
し
て
一
人
で
詩
歌

を
詠
ず
。
学
問
に
専
念
す
る
こ
と
を
い
う
。
『
漢
書
』
巻
五
六
董

仲
野
伝
に
、
「
下
惟
請
謁
、
弟
子
博
以
久
次
相
授
業
、
成
美
見
其

面
。
蓋
三
年
不
窺
園
。
其
精
如
此
。
」
(
椎
を
下
し
て
講
話
し
、

弟
子
博
ふ
る
に
久
次
を
以
て
相
業
を
授
け
、
或
い
は
其
面
を
見
る

莫
し
。
蓋
し
三
年
園
を
窺
は
ず
。
其
の
精
な
る
こ
と
此
く
の
如

し
)
と
あ
る
。
　
風
姿
音
気
　
風
貌
と
声
の
様
子
。
『
抱
朴
子
』

審
學
に
「
風
姿
豊
偉
、
雅
望
有
線
」
、
『
論
衡
』
是
腰
に
「
人
含

五
常
、
音
気
交
通
。
」
と
あ
る
。
　
皇
居
知
嵐
、
穴
居
知
雨
　
巣

に
住
む
者
は
風
を
予
知
し
、
穴
に
住
む
者
は
雨
を
予
知
す
る
。
『

文
選
』
巻
二
九
張
華
「
情
詩
」
の
「
巣
居
知
風
寒
、
穴
虎
識
陰
雨
」

李
聾
注
に
　
「
春
秋
漢
含
撃
日
、
穴
蔵
先
知
雨
、
陰
喧
未
集
、
魚
巳

喰
咽
。
巣
居
之
鳥
先
知
風
、
樹
木
括
、
鳥
己
翔
。
韓
詩
日
、
鶴
嶋

干
埋
、
婦
欺
干
室
。
薛
君
日
、
寓
、
水
鳥
。
巣
虚
知
風
、
穴
虎
知

雨
。
天
賂
雨
而
蟻
出
壁
土
、
餞
鳥
見
之
、
長
嶋
而
喜
。
」
(
『
春
秋

か
く

漠
含
撃
』
に
日
く
、
「
穴
に
蔵
る
る
も
の
は
先
ん
じ
て
雨
を
知
り
、

陰
喧
　
未
だ
集
ら
ざ
る
に
、
魚
巳
に
瞼
咽
す
。
巣
に
居
る
の
鳥
は

先
ん
じ
て
風
を
知
り
、
樹
木
措
ら
そ
と
き
、
鳥
己
に
翔
る
」
と
。

『
韓
詩
』
大
砲
風
東
山
)
に
日
く
、
「
鶴
は
壇
に
鳴
き
、
婦
は
室
に

歎
ず
」
と
。
薛
君
白
く
、
「
寓
は
、
水
鳥
な
り
。
奥
庭
は
風
を
知

り
、
穴
虎
は
雨
を
知
る
。
天
将
に
雨
ふ
ら
ん
と
し
て
蟻
壁
土
よ

り
出
で
、
白
鳥
之
を
見
て
、
長
喝
し
て
喜
ぶ
)
と
あ
る
。
ま
た
、

『
漢
書
』
巻
七
五
奉
巽
伝
に
も
「
臣
奉
痛
學
脅
詩
、
聞
五
際
之
要

十
月
之
交
詩
、
知
日
蝕
地
震
之
放
昭
然
可
明
。
猶
巣
居
知
風
、
穴

虎
知
雨
、
亦
不
足
多
、
適
所
習
耳
。
」
(
臣
奉
錮
か
に
脅
詩
を
學
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び
、
五
際
の
要
「
十
月
之
交
」
籍
を
聞
き
、
日
蝕
地
震
の
致
　
昭

然
と
し
て
明
ら
か
に
す
可
き
を
知
る
。
猶
は
巣
居
の
風
を
知
り
、

穴
底
の
雨
を
知
る
が
ご
と
き
も
、
亦
た
多
と
す
る
に
足
ら
ず
、
通

に
習
ふ
所
の
み
)
　
と
あ
る
。
　
臨
鼠
　
小
さ
な
鼠
。
『
説
文
』
に

「
段
、
小
鼠
也
。
」
と
あ
る
。
　
贋
然
　
驚
き
あ
わ
て
て
立
ち
上

が
る
様
。
『
祓
記
』
孔
子
閉
居
に
　
「
子
夏
寂
然
而
起
。
」
(
子
夏

寂
然
と
し
て
起
つ
)
　
と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
董
仲
釘
∵
嘗
て
椎
を
下
し
て
濁
り
詠
ず
。
忽
ち
客
の

来
た
る
有
り
。
風
姿
音
気
、
殊
に
凡
な
ら
ず
と
鳥
す
。
興
に
五
経

を
論
ず
る
に
、
其
の
微
奥
を
究
む
。
仲
野
　
素
よ
り
此
の
人
有
る

を
聞
か
ず
、
而
し
て
其
の
常
に
非
ざ
る
を
疑
ふ
。
客
又
日
く
、
「

雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
」
と
。
仲
野
此
に
困
り
て
之
に
戯
れ
て
日
く
、

「
巣
居
風
を
知
り
、
穴
居
雨
を
知
る
。
卿
　
狐
狸
に
非
ず
ん
ば
、

即
ち
是
れ
臨
鼠
な
ら
ん
」
と
。
客
　
此
の
言
を
聞
き
、
色
動
き
形

壊
れ
、
化
し
て
老
狸
と
成
り
、
寂
然
と
し
て
走
る
。

【
訳
文
】
　
董
仲
野
が
あ
る
と
き
椎
を
下
し
て
濁
り
詩
歌
を
詠
じ

て
い
た
。
す
る
と
突
然
客
人
が
や
っ
て
来
た
。
風
貌
や
声
の
様
子

は
、
と
て
も
凡
庸
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
一
緒
に
五
経
に
つ
い
て

論
じ
た
と
こ
ろ
、
奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で
究
め
て
い
た
。
仲
野
は
平

素
そ
の
よ
う
な
人
が
い
る
と
は
聞
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
常
人

で
は
な
い
と
疑
っ
た
。
ま
た
客
人
が
、
「
雨
が
降
り
そ
う
だ
」
と

言
っ
た
。
そ
こ
で
仲
野
は
ふ
ざ
け
て
、
「
巣
に
住
む
者
は
風
を
予

知
し
、
穴
に
住
む
者
は
雨
を
予
知
す
る
と
言
い
ま
す
。
あ
な
た
は

狐
狸
で
な
か
っ
た
ら
、
小
ネ
ズ
ミ
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
客
人

は
こ
れ
を
聞
い
て
、
顔
色
が
変
わ
り
形
相
を
崩
し
て
、
狸
と
な
っ

て
、
あ
わ
て
て
逃
げ
て
い
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
董
仲
野
が
三
年
間
椎
を
お
ろ
し
て
学
業

に
専
念
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
狐
狸

が
学
問
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
唐
代
に
な
る
と
、
狐
が
『
文

通
』
を
講
義
す
る
　
(
『
太
平
広
記
』
巻
四
四
七
「
張
簡
」
出
『
朝

野
愈
載
』
)
　
話
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
原
型
と
い
え

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
話
は
、
『
捜
神
記
』
巻
一
八
　
(
第

四
二
〇
話
)
、
『
鋼
玉
集
』
巻
一
二
に
も
見
え
る
。

○
『
捜
神
記
』

董
仲
軒
下
惟
講
詞
、
有
客
来
謁
。
節
知
其
非
常
。
客
又
云
、
「

欲
雨
。
」
紆
戯
之
日
、
「
巣
居
知
風
、
穴
居
知
雨
。
卿
非
狐
狸
、

則
是
践
鼠
。
」
客
遂
化
馬
老
狸
。

○
『
調
玉
巣
』

「
巣
居
知
風
、
穴
虎
知
雨
。
卿
非
狐
狸
、
則
是
其
甥
舅
耳
。
」

客
間
此
語
、
色
動
形
戦
、
即
化
焉
老
狸
、
而
走
也
。
出
前
漢
書
。

『
珂
玉
集
』
が
、
「
出
前
漢
書
」
と
い
う
の
は
、
注
釈
に
挙
げ

た
『
漢
書
』
巻
七
五
奉
巽
伝
と
混
同
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。(続)
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